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冒
頭
、
石
澤
会
長
は
「
商
工
会

地
域
の
中
小
・
小
規
模
企
業
に
お

い
て
は
、
原
材
料
高
を
製
品
価
格

に
転
嫁
で
き
ず
、
さ
ら
に
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
、
産
業
集
積
の

密
度
低
下
な
ど
の
要
因
も
加
わ

り
、
よ
り
厳
し
い
経
営
環
境
に
お

か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
本
連
合
会
で
は
本
年
度
、
Ｉ

Ｔ
経
営
の
推
進
、
経
営
革
新
・
創

業
支
援
、
農
商
工
連
携
や
事
業
承

継
な
ど
を
支
援
す
る
地
域
力
連
携

拠
点
と
事
業
承
継
支
援
セ
ン
タ
ー

を
五
月
三
十
日
に
開
所
し
、
地
区

内
企
業
の
経
営
力
の
向
上
と
地
域

経
済
の
活
発
化
の
た
め
各
般
の
事

業
を
積
極
的
に
推
進
し
た
い
」
と

挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
議
長
に
、
田
畑
宏
継
呉

羽
商
工
会
長
を
選
出
し
て
議
案
審

議
を
行
っ
た
。
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
の
平
成
十
九
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
書
承
認
の
件

な
ど
、
六
議
案
が
原
案
通
り
承
認

可
決
さ
れ
た
。

　

こ
の
後
、
来
賓
の
齋
田
道
男
県

副
知
事
、
四
方
正
治
県
議
会
議
長

か
ら
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

総
会
の
席
上
に
て
、
次
の
各
表

彰
が
行
わ
れ
た
。

 

県
商
工
会
連
合
会
通
常
総
会

　

県
商
工
会
連
合
会
（
石
澤
義
文
会
長
）
の
平
成
二
十
年
度
通
常
総
会

が
五
月
二
十
九
日
、
県
下
二
十
八
商
工
会
長
等
の
出
席
の
も
と
県
中
小

企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
石
澤
会
長
よ
り
農
商
工
連
携
や
事

業
承
継
支
援
な
ど
の
地
域
力
連
携
拠
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
推

進
す
る
と
挨
拶
し
た
。

地
域
力
連
携
拠
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

商工
春
秋

◆
富
山
県
知
事
表
彰

○
役
員
功
労
者　

林　

説
則　

　
　
（
小
矢
部
商
工
会
長
）

◆
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

○
優
良
職
員

前
田　

主
税（
水
橋
）

田
中
小
百
合（
利
賀
村
）

高
尾　

智
晴（
大
山
）

山
田　

哲
雄（
井
波
）

水
野
佐
希
子（
立
山
町
）

大
野　

秀
樹（
戸
出
）

◆
県
商
工
会
連
合
会
長
感
謝
状

射
水
市
商
工
会　
　

○
会
員
福
祉
共
済

山
田
商
工
会
女
性
部

◆
県
商
工
会
連
合
会
長
奨
励
賞

○
業
務
改
善
事
例
等

寺
田　

瑞
穂（
和
合
）

篠
田　

千
春（
呉
羽
）
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▼
最
近
、
家
内

に
付
き
合
っ
て

近
く
の
ス
ー
パ
ー
に
行
っ

た
際
、
店
内
を
子
供
が
走
り
回
っ

て
い
た
。
危
な
い
し
、
と
て
も
迷

惑
な
行
為
で
あ
る
の
で
、
親
が
注

意
す
べ
き
で
は
と
思
う
。
そ
れ
を

見
た
大
人
や
店
の
人
が
注
意
を
す

べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
難
し
い
も

の
で
あ
る
▼
こ
こ
で
思
い
出
し
た

事
が
あ
る
。
以
前
、
山
口
県
の
萩

を
旅
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

萩
は
江
戸
時
代
の
古
い
町
並
み
を

今
に
残
す
歴
史
の
町
。
明
治
維
新

へ
導
い
た
吉
田
松
陰
の
生
誕
地
で
、

今
も
明
倫
小
学
校
で
は
教
育
の
一

環
と
し
て
松
蔭
先
生
の
言
葉
を
毎

朝
朗
読
し
て
い
る
と
の
こ
と
▼
こ

こ
を
散
策
し
な
が
ら
昼
食
時
、
蕎

麦
屋
さ
ん
に
入
ろ
う
と
し
た
と
き
、

店
の
前
に
「
躾(

し
つ
け)

の
で

き
て
い
な
い
子
供
の
入
店
お
断

り
」
と
張
り
紙
が
し
て
あ
っ
た
▼

と
て
も
新
鮮
な
感
動
を
覚
え
、
そ

の
お
店
で
食
事
を
し
た
。
そ
こ
は
、

お
も
て
な
し
の
心
が
満
ち
た
接
客

で
あ
り
、
店
先
の
張
り
紙
は
客
を

大
事
に
し
た
い
と
い
う
お
店
の
思

い
だ
と
強
く
感
じ
た
▼
迷
惑
な
行

為
に
対
し
て
、
な
か
な
か
注
意
が

で
き
な
い
昨
今
、
萩
で
の
思
い
出

は
今
で
も
気
持
ち
を
和
ま
せ
て
く

れ
る
。
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子供達に伝統産業等の
体験メニューを提案！
子供達に伝統産業等の
体験メニューを提案！
子供達に伝統産業等の
体験メニューを提案！
子供達に伝統産業等の
体験メニューを提案！

★チャレンジマイスター事業★

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

　

笹
木
隆
司
会
長
が
、「
平
成

二
十
一
年
度
実
施
の
商
工
会
全
国

大
会
が
富
山
県
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
し
た
。
本
年
度
は
準
備

の
年
で
あ
り
部
員
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し

議
事
に
入
る
。

　

越
本
英
明
さ
ん
（
大
門
）
が
議

長
と
な
り
議
案
審
議
に
入
り
、
提

案
さ
れ
た
全
議
案
を
原
案
通
り
可

決
し
た
。

 

女
性
の
感
性
を
活
か
し
た

　
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

　

県
女
性
部
連
合
会
通
常
総
会
は
、

「
商
工
会
女
性
部
の
歌
」
を
斉
唱

し
、
続
い
て
三
つ
の
誓
い
の
言
葉

を
出
席
者
全
員
で
力
強
く
唱
和
。

　

夏
野
会
長
は
、「
商
工
会
の
合

併
が
進
む
中
、
女
性
部
の
合
併
に

対
し
て
も
真
剣
に
議
論
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
良
い
と
こ
ろ
が
融
合
す
る
よ

う
な
合
併
に
な
る
よ
う
各
地
で
議

論
を
し
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
を
行

い
「
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
女
性
の
力

を
発
揮
し
た
い
」
と
力
強
く
述
べ

た
。

激励の挨拶をする石澤会長

富
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
笹
木
隆
司
会
長
）

と
同
女
性
部
連
合
会
（
夏
野
麗
子
会
長
）
の
平
成

二
十
年
度
通
常
総
会
が
五
月
八
日
、
県
下
の
両
部
員

約
二
百
名
が
出
席
の
も
と
、
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、堀
川
ゆ
う
子
部
長（
城

端
）
を
議
長
に
議
案
審
議
に
入
り
、

提
案
さ
れ
た
議
案
全
て
満
場
一
致

で
原
案
通
り
承
認
可
決
し
た
。

　

平
成
二
十
年
度
に
は
、
女
性
の

感
性
を
生
か
し
た
環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み
等
の
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
が
決
定
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
同
セ
ン
タ
ー
二

階
大
ホ
ー
ル
に
て
青
年
部
・
女
性

部
合
同
総
会
が
開
か
れ
、
来
賓
の

石
澤
義
文
県
商
工
会
連
合
会
長
、

池
田
進
富
山
県
商
工
労
働
部
次
長

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
後
懇
親
会
に
入
り
、
来

賓
を
交
え
て
両
部
員
が
な
ご
や
か

に
日
頃
の
活
動
に
つ
い
て
語
り
合

い
交
流
を
深
め
た
。

「全国大会への協力を」と挨拶する笹木会長

　

県
商
工
会
連
合
会
は
平
成
二
十

年
度
、
八
尾
、
井
波
の
二
地
区
の

商
工
会
で
児
童
、
生
徒
を
対
象
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
事
業
を

実
施
す
る
。　
　

　

本
事
業
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
二
度
目
の
実
施
。
商
工
会
が
地

域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
「
も
の

づ
く
り
」
を
体
験
す
る
機
会
を
創

出
し
、「
も
の
づ
く
り
」
や
「
職
業
」

に
対
す
る
認
識
や
意
識
啓
発
等
に

役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す

る
。

　

地
域
の
伝
統
産
業
や
伝
統
工
芸

等
を
気
軽
に
体
験
で
き
る
こ
と
か

ら
参
加
者
の
満
足
度
も
高
く
、
八

尾
、
井
波
に
お
い
て
和
紙
す
き
や

木
彫
り
体
験
な
ど
の
地
域
の
特
徴

を
活
か
し
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
策

定
を
今
後
行
う
。

来
年
十
一
月
に
青
年
部
全
国
大
会

来
年
十
一
月
に
青
年
部
全
国
大
会

青
年
部
連
合
会

女
性
部
連
合
会
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Ｑ
．
商
工
会
が

合
併
し
た
場
合
、

青
年
部
や
女
性

部
は
ど
の
よ
う

に
な
り
ま
す
か
。

Ａ
．
新
商
工
会

の
定
款
、
運
営

規
約
に
基
づ
き
、
青
年
部
・
女
性

部
も
そ
れ
ぞ
れ
統
合
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
商
工
会
の
合
併
が

決
ま
っ
た
後
、
青
年
部
・
女
性
部

も
総
会
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の

事
業
の
締
め
く
く
り
と
新
商
工
会

で
の
部
の
運
営
や
活
動
を
確
認
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｑ
．
商
工
会
が
合
併
し
た
場
合
、

青
色
申
告
会
や
ス
タ
ン
プ
会
な
ど

と
の
委
託
契
約
は
ど
の
よ
う
に
な

り
ま
す
か
。

Ａ
．
青
色
申
告
会
や
ス
タ
ン
プ
会

な
ど
と
の
委
託
契
約
に
つ
い
て
は
、

新
商
工
会
に
承
継
さ
れ
ま
す
。
契

約
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
見
直
し

の
手
続
き
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
双
方
が
十
分

相
談
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

Ｑ
．
合
併
を
契
機
に
、
新
し
い
事

業
が
実
施
さ
れ
ま
す
か
。

Ａ
．
合
併
の
目
的
の
大
き
な
柱
は

商
工
会
の
機
能
強
化
に
あ
り
ま
す

が
、
た
だ
単
に
組
織
が
大
き
く
な

る
だ
け
で
な
く
、
行
う
事
業
の
中

新 商 工 会新 商 工 会

＆Q　AQ　A

身
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
従
来
の
商
工
会
単
位

で
で
き
な
か
っ
た
事
業
、
会
員
数

や
職
員
数
が
増
え
る
こ
と
で
対
応

が
可
能
と
な
る
事
業
な
ど
を
実
施

す
べ
き
で
し
ょ
う
。

Ｑ
．
合
併
後
、
直
ち
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
．
合
併
後
、
直
ち
に
取
り
組
み

た
い
こ
と
は
、
ま
ず
経
営
指
導
員

等
に
よ
る
巡
回
の
徹
底
と
、
会
員

や
地
域
の
状
況
把
握
で
す
。
そ
し

て
、
課
題
な
ど
に
ス
ピ
ー
ド
対
応

で
き
る
組
織
運
営
と
事
務
局
体
制

を
築
く
こ
と
で
す
。
事
務
局
体
制

で
は
、
チ
ー
ム
指
導
に
よ
る
経
営

革
新
・
Ｉ
Ｔ
経
営
支
援
な
ど
の
強

力
な
推
進
は
当
然
な
が
ら
、
課
題

案
件
へ
の
重
点
的
な
職
員
配
置
を

行
う
こ
と
な
ど
も
肝
要
で
す
。

Ｑ
．
ス
ク
ラ
ッ
プ
す
べ
き
事
業
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．
合
併
を
契
機
と
し
て
、
既
存

事
業
を
見
直
し
、
費
用
対
効
果
や

会
員
メ
リ
ッ
ト
等
の
観
点
か
ら
、

廃
止
・
縮
小
す
べ
き
も
の
も
あ
り

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
と
同
時
に
、
合

併
後
数
年
か
け
て
検
討
し
、
念
入

り
に
準
備
し
て
実
施
す
る
新
た
な

事
業
も
検
討
す
べ
き
で
す
。

〈
新
規
事
業
〉
商
工
会
連
携
強
化
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
会
員
に
よ
る
会

員
の
た
め
の
商
工
会
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
組
織
の
一
体
感
を
醸
成

す
る
た
め
の
会
員
間
の
交
流
の
拡

大
や
、
会
員
の
声
を
商
工
会
に
届

き
や
す
く
し
よ
う
と
し
て
企
画
す

る
も
の
で
す
。

E

一
．
会
員
交
流
事
業

　

会
員
を
対
象
に
、
合
併
記
念
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
会

員
事
業
所
に
永
年
勤
務
し
た
従
業

員
を
表
彰
し
ま
す
。
そ
の
他
に
も

幾
つ
か
の
企
画
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

会
員
の
方
か
ら
の
提
案
も
参
考

に
進
め
ま
す
。

E

二
．
支
部
懇
談
会

　

五
支
部
で
懇
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
規
模
が
大
き
く
な
り
「
会
員

の
声
が
届
か
な
い
」
と
い
う
こ
と

に
な
ら
な
い
よ
う
、
支
部
で
の
懇

談
会
を
充
実
さ
せ
、
そ
こ
で
の
意

見
を
商
工
会
の
運
営
に
反
映
さ
せ

ま
す
。

E

四
つ
の
商
工
会
が
一
つ
に

な
っ
た
こ
と
で
の
プ
ラ
ス
効
果

★
き
め
細
や
か
な
巡
回
指
導

　

本
所
の
経
営
指
導
員
が
全
会
員

を
三
回
以
上
巡
回
し
、
会
員
と
の

交
流
を
深
め
な
が
ら
、
会
員
が
抱

え
る
事
業
の
問
題
点
を
丁
寧
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
、
多
く
の
職
員
が
知

恵
を
出
し
合
っ
て
、
経
営
課
題
を

導
き
出
し
、
効
果
的
な
指
導
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
経
営
指
導
員
で

は
対
応
が
困
難
な
事
例
に
は
、
専

門
家
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
ま
す
。

こ
の
派
遣
は
射
水
市
商
工
会
の
独

自
制
度
で
あ
り
、
会
員
の
強
い
味

方
と
な
り
ま
す
。

★
多
様
な
相
談
に
対
応

　

合
併
し
た
こ
と
で
、
強
み
を
持

つ
ス
タ
ッ
フ
が
一
つ
の
商
工
会
に

集
合
し
た
こ
と
に
よ
り
、
会
員
の

多
様
な
相
談
に
も
対
応
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
間
に

お
い
て
も
競
争
意
識
が
芽
生
え
、

資
質
向
上
へ
の
意
識
が
、
日
常
の

勤
務
の
中
で
醸
成
さ
れ
、
結
果
的

に
会
員
へ
の
適
切
な
指
導
へ
と
繋

が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
本
年
四
月
に
合
併
し
た
射
水

市
商
工
会
で
は
合
併
を
機
に
、

新
規
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
目
に
見
え
つ
つ
あ
る
合

併
効
果
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て

紹
介
し
ま
す
。

積
極
的
に
事
業
を
展
開
す
る
射
水
市
商
工
会

積
極
的
に
事
業
を
展
開
す
る
射
水
市
商
工
会

積
極
的
に
事
業
を
展
開
す
る
射
水
市
商
工
会
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県
商
工
会
連
合
会
は
、
中
部
経

済
産
業
局
よ
り
委
託
を
受
け
て
、

地
域
力
連
携
拠
点
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。
富
山
市
の
事
務
所
に
相

談
指
導
に
あ
た
る
専
門
ス
タ
ッ
フ

を
配
置
す
る
ほ
か
、
南
砺
・
庄
川

地
域
の
拠
点
と
し
て
城
端
商
工
会

に
も
開
設
し
ま
す
。
県
下
の
商
工

会
組
織
を
あ
げ
て
多
様
な
課
題
に

対
応
で
き
る
相
談
指
導
体
へ
と
充

実
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
力
連
携
拠
点
事
業
は
、
国

の
小
規
模
企
業
対
策
の
柱
と
し

て
、
今
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
も

の
で
、
商
工
団
体
、
銀
行
等
か
ら

の
応
募
の
あ
っ
た
中
か
ら
、
全
国

三
百
十
六
箇
所
（
県
内
六
箇
所
）

が
指
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

支
援
拠
点
に
は
、
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
配
置
さ
れ
、
小
規
模
事
業
者

等
の
経
営
課
題
等
の
相
談
に
対
応

し
ま
す
。

○
予
定
さ
れ
て
い
る

　

主
な
相
談
事
項

一
．
農
商
工
等
連
携
支
援

多
様
な
経
営
課
題
等
に
対
応
す
る
専
門
家
派
遣
制
度

経
営
上
の
悩
み
に
積
極
的
に
対
応
し
ま
す
。

小
規
模
事
業
者
を
応
援
す
る

　 
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
を
開
始

小
規
模
事
業
者
を
応
援
す
る

　 
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
を
開
始

小
規
模
事
業
者
を
応
援
す
る

　 
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
を
開
始

善
を
提
案
し
た
。

地
域
活
性
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
制
度

　

商
工
会
地
域
活
性
化
の
た
め
の

助
言
を
行
う
専
門
家
を
派
遣
し
ま
す
。

【
指
導
事
例
】

　

特
産
品
の
拡
販
を
狙
い
、
商
品

の
包
装
、
説
明
書
の
作
成
に
つ
い

て
支
援
を
行
う
た
め
に
デ
ザ
イ
ン

の
専
門
家
を
派
遣
。

　

商
品
の
特
性
を
整
理
、
既
存
の

競
合
商
品
と
の
差
別
化
を
図
る
と

共
に
、
商
品
の
特
長
を
伝
え
や
す

い
包
装
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し
た
。

街
お
こ
し
指
導
事
業

　

商
店
街
の
活
性
化
や
個
店
の
強

化
に
取
り
組
む
中
小
小
売
商
業
者

集
団
に
対
し
て
、
専
門
家
を
派
遣

し
ま
す
。

【
指
導
事
例
】

　

現
在
展
開
し
て
い
る
事
業
に
つ

い
て
顧
客
満
足
度
調
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
基
に
新
規
の
商
店
街

活
性
化
事
業
に
取
り
組
ん
だ
り
、

調
査
の
分
析
と
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
の
支
援
を
行
う
た
め
、
専

門
家
を
派
遣
。

　

事
業
の
告
知
方
法
に
問
題
点
が

あ
る
こ
と
が
、
調
査
結
果
か
ら
導

き
出
さ
れ
た
。
店
舗
に
お
い
て
顧

客
に
対
し
て
直
接
、
事
業
内
容
に

つ
い
て
周
知
、
誘
客
を
図
る
こ
と

を
指
導
し
た
。

　

専
門
家
派
遣
制
度
の
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
最
寄
り
の
商
工

会
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
企
業
、

商
店
街
等
の
団
体
ヘ
専
門
家
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。

エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
制
度

　

小
規
模
企
業
等
の
求
め
に
応
じ

て
、
個
々
の
企
業
の
経
営
課
題
の

解
消
に
つ
な
が
る
専
門
家
を
派
遣

し
ま
す
。

【
指
導
事
例
】

　

製
造
業
に
お
い
て
、
生
産
時
間

を
短
縮
し
、
多
品
種
少
量
生
産
に

対
応
で
き
る
作
業
レ
イ
ア
ウ
ト
を

行
う
た
め
に
、
専
門
家
を
派
遣
。

企
業
の
製
造
現
場
に
お
い
て
、
社

長
、
社
員
に
対
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
定
点
で
作
業
観
察
し
、

稼
動
、
動
作
分
析
を
行
い
、
作
業

の
ム
リ
ム
ダ
ム
ラ
を
分
析
し
、
改

創 業 塾
一般コース

受講者
募集

対 象

場 所

募集定員

申込先

サラリーマン・学生・主婦・創業準
備中の方や、将来の創業をお考え
の方、あるいは創業して間もない方
であればどなたでも参加できます。

県中小企業研修センター

40名 受講料 5,000円

県商工会連合会、県下商工会

　

農
林
漁
業
関
係
者
と
商
工
業
者

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
双
方
に

お
い
て
事
業
拡
大
が
図
ら
れ
る
よ

う
農
商
工
連
携
支
援
を
行
い
ま
す
。

二
．
事
業
承
継
支
援

　

小
規
模
事
業
者
等
の
事
業
承
継

に
係
る
マ
ッ
チ
ン
グ
や
相
続
を
中

心
と
し
た
税
務
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
主
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー

　

◆
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

経
営
革
新
、
地
域
資
源
活
用
交

流
事
業
、
農
商
工
等
連
携
等
の
施

策
の
内
容
、
法
認
定
手
続
き
等
に

つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

◆
専
門
家
派
遣

　

高
度
で
専
門
的
な
相
談
事
項
に

は
、
そ
の
道
の
専
門
家
が
対
応
し

ま
す
。
専
門
家
が
皆
さ
ん
の
事
業

所
を
訪
問
し
課
題
解
決
を
応
援
し

ま
す
。

　

◆
支
援
の
流
れ

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
最

寄
り
の
商
工
会
に
お
尋
ね
い
た
だ

く
か
、
商
工
会
の
経
営
指
導
員
が

巡
回
し
て
来
た
際
に
ご
相
談
下
さ
い
。
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平
成
十
九
年
度
、
県
内
経
営
革

新
計
画
の
認
定
件
数
は
三
十
四
件

中
、商
工
会
で
十
件
支
援
し
ま
し
た
。

　

こ
の
認
定
を
受
け
る
た
め
に
、

申
請
者
は
、
専
門
家
よ
り
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
長
期
経
営
計
画
を

作
成
し
ま
す
が
、
そ
の
過
程
で
自

社
の
経
営
資
源
を
見
つ
め
直
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
事
は
、
支

援
策
に
は
な
い
企
業
の
メ
リ
ッ
ト

と
言
え
ま
す
。

　

商
工
会
で
は
、
経
営
革
新
計
画

の
認
定
支
援
を
事
業
展
開
の
柱
の

一
つ
と
し
て
い
ま
す
。
取
り
組
み

を
し
て
み
た
い
、
内
容
を
知
り
た

い
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
お
近
く
の

商
工
会
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
者
は
、
昭
和
四
十
七
年
に

造
園
業
を
開
業
し
ま
し
た
。
最
近

の
公
共
工
事
の
減
少
、
住
宅
様
式

の
変
化
に
よ
り
、
受
注
額
が
縮
小

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
新
規
事
業

に
取
り
組
み
、
新
し
い
事
業
を
中

核
に
成
長
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。

　

新
規
事
業
と
し
て
、
奥
さ
ん
が

以
前
か
ら
趣
味
で
取
り
組
ん
で
い

た
、
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を

事
業
化
す
る
こ
と
と
、
造
園
業
で

培
っ
た
知
識
を
活
か
し
て
、
間
伐

材
、
廃
材
を
利
用
し
、
ト
レ
リ
ス

を
製
作
し
、
セ
ッ
ト
で
販
売
す
る

こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
ト
レ
リ
ス

は
、
発
注
者
の
思
い
を
形
に
し
、

ま
た
、
設
置
す
る
環
境
を
見
極
め
、

適
切
な
大
き
さ
の
も
の
を
製
作
し

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
オ
ー
ダ
メ
イ

ド
で
す
か
ら
、
世
界
に
一
つ
だ
け

の
も
の
で
す
。

　

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
と
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
と
の
違

い
を
説
明
す
る
こ
と
が
、
新
規
性

の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
ま

た
、
ト
レ
リ
ス
と
の
組
み
合
わ
せ

が
独
自
性
を
示
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

経
営
革
新
で
は
、
計
画
が
絵
に

描
い
た
餅
に
な
ら
な
い
よ
う
、
計

画
の
実
現
可
能
性
も
大
き
な
認
定

上
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
者
は
、
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
講
習
会
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
、
商
店
街
へ
の
販
促

活
動
、
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト

協
会
を
通
じ
て
、
販
路
の
拡
大
を

考
え
ま
し
た
。

徐剛総経理と技術研修生
受入について意見交換

　

第
十
七
次
遼
寧
省
技
術
研
修

生
共
同
受
入
面
接
選
考
の
た
め
、

富
山
県
と
友
好
県
省
を
締
結
し

て
い
る
中
国
遼
寧
省
を
、
四
月

二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
に
か

け
て
受
入
企
業
代
表
者
等
十
五

名
が
訪
れ
た
。

　

ま
ず
、
遼
寧
省
国
際
交
流
中

心
を
表
敬
訪
問
し
、
徐
剛
総
経

理
と
意
見
交
換
。
昨
年
末
に
法

務
省
の
「
研
修
生
及
び
技
能
実

習
生
の
入
国
・
在
留
管
理
に
関

す
る
指
針
」
が
見
直
さ
れ
、
適

正
な
研
修
や
技
能
実
習
を
実
施

す
る
た
め
、
特
に
目
的
が
技
術

等
の
移
転
を
通
じ
た
国
際
貢
献

に
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
お
互
い
に
確
認

す
る
と
共
に
、
法
令
遵
守
の
た

め
連
携
し
な
が
ら
協
力
す
る
こ

と
な
ど
を
誓
い
有
意
義
な
会
談

と
な
っ
た
。

　

面
接
選
考
は
、
十
六
企
業

五
十
六
名
の
募
集
に
対
し
て
、

派
遣
機
関
の
予
備
選
考
で
選
ば

れ
た
百
十
名
に
対
し
て
実
施
さ

れ
た
。
受
入
企
業
代
表
者
は
、

簡
単
な
作
業
道
具
を
使
っ
て
速

さ
と
正
確
さ
を
計
測
す
る
実
技

試
験
や
、
両
国
間
の
友
好
親
善

及
び
産
業
技
術
協
力
に
理
解
を

示
し
、
学
ぶ
意
欲
の
高
い
こ
と

な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
選
考

を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
遼
寧
省
国
際
交
流
中

心
が
技
術
研
修
生
を
派
遣
す
る

前
に
、
四
ヶ
月
間
に
わ
た
り
全

寮
制
で
訓
練
し
て
い
る
「
日
本

語
訓
練
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
し
、

徐
剛
総
経
理
か
ら
受
入
企
業
の

要
望
が
強
い
日
本
語
修
得
に
力

を
入
れ
て
い
る
と
の
説
明
を
受

け
、
受
入
企
業
代
表
者
等
は
、

派
遣
機
関
の
研
修
シ
ス
テ
ム
に

感
心
し
た
。

認
定
企
業
に
診
る
経
営
計
画
の
独
自
性
と
新
規
性

認
定
企
業
に
診
る
経
営
計
画
の
独
自
性
と
新
規
性

遼
　
寧
　
省

技
術
研
修
生

面
接
選
考
を
行
う

【
県
内
の
認
定
事
例
】

〔
申
請
者
〕
雅
環
境
造
形

〔
テ
ー
マ
〕ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ

ト
の
魅
力
を
伝
え
、
事
業
化
を

は
た
す
。

　

経
営
革
新
計
画
で
は
、
新
規
性

の
確
認
が
、
申
請
上
の
大
き
な

ハ
ー
ド
ル
と
な
り
ま
す
が
、
機
能

面
、
価
格
面
を
既
存
サ
ー
ビ
ス
と

比
較
す
る
こ
と
で
認
定
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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下
新
川
地
域
商
工
会
広
域
協
議

会
で
は
、
平
成
二
十
年
度
に
お
い

て
、
朝
日
町
・
入
善
町
・
宇
奈
月

町
の
各
商
工
会
の
会
員
企
業
へ
の

支
援
強
化
の
一
環
と
し
て
、
企
業

に
働
く
人
の
職
業
生
活
の
充
実
を

図
り
、
企
業
を
更
に
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
、
仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

の
と
れ
た
働
き
方
実
現
に
取
り
組

む
労
働
時
間
等
設
定
改
善
援
助
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

事
業
の
目
的

　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
に
施
行

さ
れ
た
労
働
時
間
等
設
定
改
善
法

に
基
づ
き
、
長
時
間
労
働
の
抑
制

や
、
計
画
的
な
年
次
有
給
休
暇
の

取
得
促
進
、
及
び
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
や
一
年
単
位
の
変
形
労
働

時
間
制
等
の
弾
力
的
な
労
働
時
間

制
度
の
活
用
等
に
向
け
て
、
会
員

企
業
に
お
い
て
自
主
的
に
取
組
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

事
業
内
容

　

労
働
時
間
等
の
設
定
の
改
善
を

推
進
す
る
下
新
川
商
工
会
地
域
の

会
員
企
業
に
対
し
、
県
商
工
会
連

合
会
が
派
遣
す
る
専
門
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
、
①
労
働
時
間
等
の

設
定
の
改
善
に
当
た
っ
て
障
害
と

な
る
要
因
等
を
把
握
し
、
②
目
標

達
成
に
向
け
て
会
員
企
業
の
特
性

を
活
か
し
た
効
果
的
、
及
び
効
率

的
な
労
働
時
間
等
の
設
定
の
改
善

計
画
の
作
成
に
助
言
、
及
び
指
導

を
行
う
と
と
も
に
、
③
労
働
時
間

等
の
設
定
の
改
善
を
更
に
推
進
す

る
た
め
に
個
別
訪
問
や
会
議
等
に

参
加
し
、
助
言
、
及
び
指
導
を
行

い
ま
す
。

　創業する際には、資金の調達が重要なポイントになりま
すが、自己資金で開業資金を賄えれば問題はありませんが
そうでない場合には、融資等による外部からの資金に依存
しなければなりません。
　今回のホット情報は、返済が必要とならない助成金につ
いてお知らせします。
□受給資格者創業支援助成金
　この助成金は、雇用保険の受給資格者（失業者）自らが
創業し、創業後１年以内に継続して雇用する労働者を雇い
入れ、雇用保険の適用事業の事業主となった場合に、当該
事業主に対して創業に要した費用の一部について助成する
ことにより、失業者の自立を積極的に支援するものです。
　★助成対象経費
　　１．経営コンサルタント等の相談費用
　　２．創業に必要な知識、技術を習得するための講習又
　　　　は、相談した費用
　　３．その他
　★支給額
　支給額は、助成対象費用の合計額の３分の１に相当する
額（その額が200万円を超えるときは、200万円）です。
詳細につきましては、最寄りのハローワークへ、お問い合
わせ下さい。

創業ホット情報創業ホット情報創業ホット情報射水市商工会合併に伴い（青年部・女性部）新部長誕生！
平成 20年度新部長の抱負

射水市商工会青年部部長　豆 川 公 彦

射水市商工会女性部部長　夏 野 麗 子

　小杉、大島、下村、大門の商工会合併に伴い新
部長に就任した豆川です。各地区の特色を活かし
ながら、自立した組織を目指し、今まで４商工会
青年部の諸先輩方が築きあげてこられた良き伝統
を継承し、地域の発展のため積極的に行動してい
きたいと考えております。部員の皆様のご理解と
ご協力をいただき数々の事業を実施したいと思っ
ておりますので、どうぞ宜しくお願い致します。

　新年度より合併した射水市商工会女性部では、
各部会の弱さを補完し強みを共有することで、部
員の資質向上や地域振興発展につながると考えて
おります。経済の厳しい時代に、女性のきめ細や
かさと優しさの特性を活かし、商工会及び地域の
ために役立つよう努力して参りますので、ご支援
ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。

下
新
川
地
域
商
工
会
広
域
協
議
会

労
働
時
間
等
設
定
改
善　
　
　

　
　
　
　

援
助
事
業
は
じ
ま
る

八
尾
町
商
工
会　
　
　
　
　
　

見
て
・
知
っ
て
・
得
す
る　
　

 

八
尾
で
工
場
見
学
ツ
ア
ー
開
催

　

平
成
二
十
年
度
、
八
尾
町
商
工

会
で
は
、
工
場
見
学
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
若
年

労
働
者
の
流
出
や
団
塊
の
世
代
の

退
職
に
伴
う
、
労
働
力
不
足
に
対

応
す
る
目
的
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

従
来
の
企
業
見
学
と
は
違
い
、

幾
つ
か
の
工
場
見
学
コ
ー
ス
を
設

定
、
見
学
先
の
工
場
で
は
担
当
者

が
工
場
の
案
内
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
、
八
尾
町
商
工
会
で
は
、

こ
の
事
業
に
参
加
す
る
企
業
を
募

集
す
る
と
と
も
に
、
総
曲
輪
グ
ラ

ン
ド
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
る
、「
八

尾
デ
ー
」
に
合
わ
せ
て
、
事
業
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

　

以
前
よ
り
、
富
山
市
南
部
広
域

協
議
会
の
事
業
と
し
て
実
施
し
て

い
た
、
Ｊ
Ｒ
高
山
線
沿
線
探
検
隊

の
「
工
業
版
」
と
位
置
付
け
積
極

的
に
事
業
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

N
E
W
S

N
E
W
S

N
E
W
S

N
E
W
S

商
工
会

商
工
会
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中
部
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援
隊
で
は
、
企
業
あ
る
い

は
団
体
な
ど
の
勉
強
会
や
セ
ミ
ナ
ー
等
に
、
講

師
と
し
て
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
無
料
で
派

遣
し
ま
す
。

　

講
演
の
内
容
は
、
経
営
革
新
の
事
例
や
Ｉ
Ｔ

導
入
へ
の
ポ
イ
ン
ト
等
経
営
や
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る

こ
と
で
あ
れ
ば
ご
要
望
に
応
じ
て
対
応
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
㈱
富
山
県
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　

☎
〇
七
六―

四
三
二―

〇
二
二
四

　

富
山
県
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
富
山
県

食
育
推
進
会
議
を
設
置
し
、
①
富
山
型
食
生
活

の
確
立
②
家
族
揃
っ
た
健
全
な
食
生
活
の
実
現

等
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
県
民
運
動
と
し
て
食

育
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
が
従
業
員
の
食
生
活
改
善
の
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
、
社
員
食
堂
の
メ

ニ
ュ
ー
の
改
善
を
考
え
て
い
る
な
ど
の
場
合
に

は
専
門
家
が
指
導
助
言
い
た
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
富
山
県
食
育
推
進
会
議
事
務
局　

　
　
　
　
　

☎
〇
七
六―

四
四
四―

四
四
〇
七

6月月 7月月各地の




